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コンピュータ基礎実習上級
#10 絶対パスによる指定

一般教育研究センター 安田豊

説明の前に少し

• 画像ファイルの取り込みについて
– アイコンなどを使う

• 出典の明記について

画像ファイルの取り込み

• 他のWWWページの画像を再利用
– 手元に保存し自分のWWWページなどに流用

– 当然ながら著作権（利用権）には注意

• 今回は再利用自由のアイコンを用意
– 9 回目の資料を参照

– http://www.kyoto-su.ac.jp/̃yasuda
　　/kiso2/2001tue12/iconsample/index.html

画像ファイルの取り込み

• 画像にマウスを合わ
せて右ボタンでクリッ
ク

• 名前を付けて画像を
保存、を選択

• 見やすく、分かりや
すいWWWページを作っ
て下さい

出典の明記

• 自分で作成したもの以外を利用した場合

• 一般には（作成者がそう望まない限り）
– クレジットや出典を掲載しなくてもよい

• 実習では
– どれだけを自分で作り、どれだけを流用したの

か、またそれが違法でないのかが分からないと
評価できない

出典の明記

• そのため、自分が利用したもの以外を利
用したページには、必ず出典を明記するこ
と。

• 具体的には各ページの下端に：
– 誰が作ったものか

– どこから得たか（WWWならそのページのタイト
ルと、URL）を明記する。

★や◆アイコンなどは以下から複製して利用
「○×の素材集」 ○×氏
(http://www.batsubatsu.ne.jp/~xx/icon.html)
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絶対パスによる指定

• 以前に示したのは相対パス指定
– 「ここから見て」一つ上、xyzフォルダの中の
abc.html

• 絶対的な指定が必要(便利)な場合もある
– 例1：他のWWWサーバのページ
http://www.dokodoko.co.jp/̃daredare/a.html

– 例2：自サーバの誰か別の人のページ
http://www.kyoto-su.ac.jp/̃yasuda/index-j.html

絶対パスによる指定

• 「ここから見てどこ」ではなく

• 「ここ」と指定したい

• 例1：他のWWWサーバのページ
http://www.dokodoko.co.jp/̃daredare/a.html
　　　↓
<a href=“http://www.dokodoko.co.jp/̃daredare/a.html”>

– URL をそのまま表記する

絶対パスによる指定

• 例2：自サーバの誰か別の人のページ
http://www.kyoto-su.ac.jp/̃yasuda/index-j.html
　　　↓

<a href=“/̃yasuda/index-j.html ”>

– URL のうちホスト名部分以降を書く

– 「/ 」(スラッシュ)で始まる
• スラッシュ以外なら相対パスと見なされる

このHTMLファイルのすぐ隣にある ỹasuda というフォルダの

中にある index-j.html ファイル

ỹasuda/index-j.html

http://www.kyoto-su.ac.jp/̃yasuda/index-j.html/ ỹasuda/index-j.html

このHTMLファイルのすぐ隣にある index.html ファイルindex.html

http://www.kyoto-su.ac.jp/index.html  /index.html

リンク先パス指定

絶対パスによる指定

• パス指定の書き方とアクセス対象

まとめ

• 相対パス

– a.html, abc/d.html , ../index.html 

• 絶対パス
– 他のサーバ
http://…などとURLをそのまま

– 自分のサーバ
/index.html
/abc/xyz/abstract.html
/̃yasuda/sample/a.html

• うまく使い分けを


